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1▶ ファッション産業のサプライチェーンは長い

衣服が作られてから廃棄されるまでの一生
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ファッションと環境調査結果



3

原材料調達段階に
おける水消費の割
合（91.6％）

染色段階における
水消費の割合（8.4％）

国内に供給される衣料品のライフサイクルCO₂排出量

国内に供給されている衣料品のライフサイクル水消費量

原材料調達から製造までの環境負荷CO₂
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▶ １年で供給される衣服は81.9万t
その９割に当たる78.7万tが
１年で手放される

▶ 手放された衣服の2/3は廃棄

１日あたりに焼却・埋め立てされる
衣服の総量（平均）

家庭から手放した後の衣服のマテリアルフロー

家庭から手放した後の衣服の行方
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廃棄物の種類と区分

廃
棄
物

事業活動に伴い
発生する廃棄物

一般家庭から
発生する廃棄物 一般廃棄物

①燃え殻 ②汚泥 ③廃油 ④廃酸 ⑤廃アルカリ ⑥廃プラスチック類 ⑦紙くず
（建設業、パルプ・紙製造業、新聞業等） ⑧木くず（建設業、木材・木製品製造業等） ⑨繊維
くず（建設業、繊維工業等）⑩動植物性残さ（医薬品製造業等） ⑪動物系固形不要物（と畜

場等） ⑫ゴムくず ⑬金属くず ⑭ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
⑮鉱さい ⑯がれき類 ⑰動物のふん尿 ⑱動物の死体（畜産農業） ⑲ばいじん
⑳①～⑲を処分するために処理したものであって、これらの廃棄物に該当しないもの

産業廃棄物 （20種類）

市町村に統括的な
処理責任

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

•第七条 一般廃棄物の収集又は運搬を業として行おうとする者は、当該業を行おうとする区域（略）を管轄する市町村長の許可を受けなければならない。
ただし、事業者（自らその一般廃棄物を運搬する場合に限る。）、専ら再生利用の目的となる一般廃棄物のみの収集又は運搬を業として行う者その他環境省
令で定める者については、この限りでない。

•第十四条 産業廃棄物（略）の収集又は運搬を業として行おうとする者は、当該業を行おうとする区域（略）を管轄する都道府県知事の許可を受けなけれ
ばならない。ただし、事業者（自らその産業廃棄物を運搬する場合に限る。）、専ら再生利用の目的となる産業廃棄物のみの収集又は運搬を業として行う者
その他環境省令で定める者については、この限りでない。

産業廃棄物
排出事業者に
処理責任
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広域認定制度

自社製品の回収・処理を、その性状・構造を熟知している製造事業者等が広域的に行うことに
より、当該廃棄物の減量その他その適正な処理が確保されることを目的とする制度

【制度の特徴】
○産業廃棄物の収集運搬又は処分を行う場合、各都道府県知事等の許可がそれぞれ必要なところ、環境大臣の認
定を受けることで、当該許可が不要となります。

【認定対象者】
○製造事業者等であって、当該製品が廃棄物となった場合にその処理を広域的に行う者
○認定の申請は、同一性状の製品を製造する事業者が共同で行うこと、又は製造事業者等で構成されている団体
（法人であることが必要）でも行うことが可能です。

⇒認定に係る事務を一元化することができ、「共同申請した他社の製品」や「団体会員の製品」も一括回収
が可能となります。



出典：一般廃棄物処理実態調査結果（令和２年度）

自治体による布類の回収状況（人口比）
（令和２年度）

➢ 全国1741市区町村のうち、布類回収を行っているのは997市区町村（57.2%）
➢ 人口比で64%
➢ 回収量は194,253t
➢ 回収頻度は月2回までが38％、ステーション式の回収が700市区町村（5,040万人）
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収集あり, 

81710852, 64%

収集なし, 

45028935, 36%

布類回収状況（人口比）

収集あり 収集なし

１回未満, 1,456,453, 1.1%

１回, 16,742,994, 13.2%

２回, 27,049,740, 

21.3%

３回, 323,773, 0.3%

４回, 18,102,033, 

14.3%

５回, 183,036, 0.1%
６回, 700,045, 0.6%７回以上, 2,679,334, 2.1%

不定期, 14,470,319, 11.4%

収集なし, 45,032,060, 35.5%

１か月あたりの布類回収状況（人口比）

１回未満 １回 ２回 ３回 ４回

５回 ６回 ７回以上 不定期 収集なし

自治体による布類の回収状況



繊維リサイクルの現状

リサイクル
回収・選別・再生

資源化

家庭

国内繊維メーカー・アパレル

一般産業界

繊維製品輸入 流通業界 販売

海
外

反毛関連
再生工場

古着・古繊維①中古衣料の輸出
（古着）

②ウェス ③再生原料
（反毛材料）

はぎれ
端反 繊維くず

衣料品

衣料品

建築
資材

耐震材
防音材
断熱材
クッション材
てぶくろ

工業製品

工業製品輸出
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繊維リサイクルの資源化循環図



綿

12%

ポリエステル

10%

綿/ポリエステル

8%

綿/ポリウレタン

4%

ポリエステル/ポリウレタン

3%

アクリル

2%
毛

2%
ポリエステル/レーヨン

1%

3種類

19%

4種類以上

25%

綿 ポリエステル

綿/ポリエステル 綿/ポリウレタン

ポリエステル/ポリウレタン アクリル

毛 ポリエステル/レーヨン

ポリエステル/毛 アクリル/毛

レーヨン 綿/アクリル

綿/麻 ナイロン/毛

ポリエステル/アクリル ポリエステル/ナイロン

ナイロン/アクリル レーヨン/ナイロン

綿/ナイロン ナイロン/ポリウレタン

綿/レーヨン 毛/キュプラ

アクリル/レーヨン ポリエステル/麻

麻 麻/レーヨン

ナイロン 綿/毛

アセテート/ポリエステル 毛/麻

毛/レーヨン キュプラ/ポリエステル

ナイロン/ポリエステル アクリル/麻

シルク/綿 レーヨン/ポリウレタン

リヨセル シルク

リヨセル/綿 綿/絹

毛/絹 紙

ポリアセテート カシミア

綿/カシミヤ 毛/レーヨン

リヨセル/ナイロン 合成革/ポリエステル

ポリエステル/テンセル パシュミナ

キュプラ 植物系再生繊維

テンセル 毛/カシミヤ

レーヨン/アセテート 絹/ポリエステル

ビスコース/毛 テンセル/ナイロン

毛/ポリウレタン 麻/キュプラ

ポリプロピレン/ポリエステル 綿/キュプラ

毛/シルク リヨセル/毛

ポリエステル/レクセ レーヨンキュプラ

綿/リネン 綿/アセテート

綿/テンセル 3種類

4種類以上

出典：環境省調査（ナカノ株式会社協力）古着古布選別割合データ（店頭回収）調査期間：2022年12年7日～2023年1月13日 計20日間
調査量：3479kg 神奈川・東京・静岡の行政回収品から単一素材、２種素材、３種素材をそれぞれ調査、４種以上は一括り
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手放された衣類の素材別割合（行政回収）

➢ 自治体等が回収している衣料のうち、単一素材は約27％、２種素材は約28％、３
種素材は約19％、４種以上は約25％



綿

16%

ポリエステル

11%

綿/ポリエステル

7%

綿/ポリウレタン

4%

ポリエステル/ポリウレタン

2%

アクリル

2%

毛

2%

ポリエステル/レーヨン

2%

3種類

20%

4種類以上

17%

綿 ポリエステル

綿/ポリエステル 綿/ポリウレタン

ポリエステル/ポリウレタン アクリル

毛 ポリエステル/レーヨン

アクリル/毛 レーヨン

アクリル/麻 ポリエステル/毛

綿/レーヨン 麻

アクリル/レーヨン ナイロン/ポリエステル

ポリエステル/アクリル ポリエステル/麻

麻/レーヨン ナイロン/毛

レーヨン/ナイロン ナイロン

麻/キュプラ 綿/アクリル

綿/ナイロン 毛/レーヨン

綿/麻 シルク

キュプラ/ポリエステル 毛/キュプラ

毛/シルク ナイロン/アクリル

ポリエステル/テンセル ポリエステル/ナイロン

綿/毛 毛/麻

ナイロン/ポリウレタン カシミア

アセテート/ポリエステル 綿/キュプラ

リヨセル/綿 シルク/綿

綿/テンセル レーヨン/ポリウレタン

合成革/ポリエステル 綿/アセテート

綿/絹 レーヨン/アセテート

綿/植物糸再生繊維 ポリエステル/トリアセテート

絹/ポリエステル 毛/ポリウレタン

ポリプロピレン/ポリエステル リヨセル/毛

リヨセル/ナイロン レーヨンキュプラ

ポリエステル/シルク 綿/ポリアドミ

ポリエステル/ブレスサーモ 3種類

4種類以上

出典：環境省調査（ナカノ株式会社協力）古着古布選別割合データ（店頭回収）調査期間：2023年1年25日～2023年2月7日 計10日間
調査量：1915kg 神奈川・東京・千葉を主としたその他全国の店頭回収品から単一素材、２種素材、３種素材をそれぞれ調査、
４種以上は一括り

10

手放された衣類の素材別割合（店頭回収）

➢ 店頭で回収されている衣料のうち、単一素材は約33％、２種素材は約29％、３種
素材は約20％、４種以上は約17％



• 大量生産と低価格化によりリユース価値が低下

• ウェスや反毛の需要が低下

➢従来の仕組みでは規模拡大が望めない状況

➢市町村が回収するにも行き先がない

• リサイクルの技術開発は進みつつある
✓ マテリアルリサイクル（コットン、ダウン、ウール）
✓ ケミカルリサイクル（ポリエステル、ナイロン）

• 衣類は混紡品が多く、ファスナーやボタン等の副資材を含
めると複数の異なる素材が用いられていることから、リサ
イクル可能な衣類は限定的

➢リサイクル・選別技術の高度化

➢リサイクルを前提として川上から川下まで、共通の配慮事
項（環境配慮設計）が必要

繊維リサイクルの課題
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具体的な取組を行って６ヵ月以上である 3.0%

具体的な取組を行って６ヵ月未満である 0.7%

関心があり、ここ１ヶ月以内にできることは実行したい 3.2%

関心はあるが、日常生活の中で具体的な行動は起こしていない 29.2%

知っていたが全く関心はない 16.0%

（アンケートに回答するまで）サステナブルファッションを知らなかった 47.9%

多くの関心を集めるサステナブルファッション！

継続層

衣服を処分するときに、回収しやすくする

何がサステナブルなファッションなのか、
どう対応すればよいのか、分かりやすく
情報発信する

安く買い、流行のシーズンが終わったら処分
するサイクルを見直す

衣服のリペアやリユースをもっと
利用しやすくする

ファッションに関係する企業が、生産工程で
環境問題にどう配慮しているかの情報が
分かるようにする

サステナブルな衣服の商品数をもっと
増やし選択しやすくする

商品の環境負荷や環境配慮に関する情報が、
購入時に分かるようにする

消費者の好みや体型等のデータに応じた
衣服の個別受注・生産システムを導入する

あてはまるものはない

▶ サステナブルファッションの認知
は半数以上(52.1％)
▶ 関心がある層は36.1％で、認知者
の約７割
▶ 実行している層は3.7%
▶ 解決に必要な事は、「衣服処分時
の回収のしやすさ」「情報発信」

継続層

実行層

準備層

関心層

無関心層

非認知

【サステナブルファッションの解決に必要と思うアクション】
複数回答

出典：環境省調査 調査期間：2023年1年３日～2023年１月10日

【サステナブルファッションの認知と関心】

関心が

ある

12



1
今持っている服
を長く大切に
着よう

2 リユースで
楽しもう

3 先のことを
考えて買おう

4 作られ方を
しっかり見よう

5 服を資源として
再生利用しよう

▶ 1着との長いお付き合いを
▶お直しやリペアなど手を加
えて愛着倍増へ

生活者 企業

▶新たな服と出会える選択
肢の拡大
（サブスクリプション、レンタル
サービスなど）

▶リユース市場の活性化
▶アップサイクルへの挑戦

▶本当に必要か見極めよう
▶長く着られる品質を選ぼ
う

▶適正な在庫管理
▶短サイクル化の見直し

▶ 衣服の素材や生産ルート、
環境影響を確認しよう
▶再生素材などサステナブ
ルな素材の商品を見つけ、
選ぼう

▶古着を店舗に持ち込もう
▶古着を資源として回収に
出そう

▶店頭回収の推進
▶服から服をつくる循環
構築

▶長く着られる丁寧な服作り
▶リペアで新たな価値、顧客
との長い関係づくりを

▶セカンドハンド(古着)で
何度でも楽しもう

▶ライフサイクルの環境影
響を、トレーサビリティを
確保し把握
▶環境認証・ラベルを活用
し、分かりやすく伝える
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サステナブルファッションに向けたアクション



環境配慮設計
• 長寿命
• リサイクル
• 環境配慮素材

透明性の確保
環境負荷の把握・算出
• カーボンフットプリント
• 水消費量 ｅtc

リサイクル素材表示

環境配慮製品等の選択

リペア
アップサイクル 長期保証 古着・フリマ

サブスク
レンタル

気軽に出せる回
収の仕組みづくり

リサイクル技術
の高度化

所有しない、長く利用するサービス

サステナブルファッションのイメージ

地域内循環の
仕組みづくり

環境負荷表示

適量生産・供給
• マスカスタマイ

ゼーション
• 完全受注生産
• 国内生産 適量購入

循環利用
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